
(57)【要約】

【課題】　内視鏡用処置具において、挿入部と、操作部

とを簡単な構成で固定できるようにする。

【解決手段】　内視鏡用生検鉗子は、可撓性の挿入部２

を有し、挿入部２の基端部は操作部３内に収納されてい

る。挿入部２の基端部には、密巻きコイル１０が露出し

ており、コイル１０の基端部は拡径させられて、拡径部

１０Ａになっている。操作部本体２１には、突部２７が

設けられており、この突部２７でコイル１０の拡径部１

０Ａを係止することで、コイル１０の移動が規制され、

挿入部２の抜け落ちが防止される。

【選択図】　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け
ら れ 、 生 体 に 対 し て 処 置 を 行 う 処 置 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 処 置 部 の
操 作 を 行 う 操 作 部 と を 有 し 、 前 記 挿 入 部 に 操 作 ワ イ ヤ が 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ 、 前 記 操 作 ワ
イ ヤ に よ っ て 前 記 操 作 部 と 前 記 処 置 部 の 駆 動 部 分 と を 連 結 さ せ た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て
、
　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 を 収 納 可 能 な 収 納 部 と 、 前 記 収 納 部 の 幅 を 減 少 さ せ
る 突 部 と を 有 し 、 前 記 挿 入 部 は 、 線 材 を 巻 き 回 し た コ イ ル を 有 し 、 前 記 コ イ ル の 基 端 部 に
は 、 前 記 突 部 と 係 合 可 能 な 拡 径 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け
ら れ 、 生 体 に 対 し て 処 置 を 行 う 処 置 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 処 置 部 の
操 作 を 行 う 操 作 部 と を 有 し 、 前 記 挿 入 部 に 操 作 ワ イ ヤ が 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ 、 前 記 操 作 ワ
イ ヤ に よ っ て 前 記 操 作 部 と 前 記 処 置 部 の 駆 動 部 分 と を 連 結 さ せ た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て
、
　 前 記 挿 入 部 は 線 材 を 巻 き 回 し た コ イ ル を 有 し 、 前 記 コ イ ル に は 、 基 端 側 か ら 押 圧 部 材 を
挿 入 す る こ と で コ イ ル の 巻 き 径 を 拡 径 さ せ て 前 記 操 作 部 に 係 合 可 能 に し た 拡 径 部 が 形 成 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 さ せ て 使 用 し 、 生 体 に 対 し て 処 置 を 行 う 内 視 鏡 用
処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 な 可 撓 性 の 挿 入 部 を 有 し 、 こ の 挿 入
部 は 、 シ ー ス 内 に 操 作 ワ イ ヤ が 軸 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ て い る 。 操 作 ワ イ ヤ は 、 挿 入
部 の 近 位 端 （ 手 元 側 の 基 端 ） に 設 け ら れ た 操 作 部 に 接 続 さ れ て い る と 共 に 、 挿 入 部 の 遠 位
端 （ 先 端 ） に 設 け ら れ た 処 置 部 に 接 続 さ れ て い る 。 こ の た め 、 操 作 部 の 操 作 に よ っ て 操 作
ワ イ ヤ を 進 退 さ せ る と 、 処 置 部 を 駆 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 操 作 部 に 挿 入 部 を 取 り 付 け る 手 段 と し て は 、 操 作 部 の 操 作 部 本 体 に 設 け た 溝 に
挿 入 部 の 基 端 部 を 挿 入 し て 固 定 す る こ と が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 特
許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 操 作 部 の シ ー ス の 基 端 に は 、 円 筒 形 状 の
ス ト ッ パ が 溶 接 等 で 固 着 さ れ て お り 、 操 作 部 本 体 の 溝 に は 、 ス ト ッ パ を 係 止 可 能 な 段 差 が
形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 溝 の 開 放 端 側 か ら 挿 入 部 を 挿 入 し 、 本 体 蓋 で 溝 の 開 放 端 を
閉 じ る と 、 ス ト ッ パ が 段 差 に 係 止 さ れ 、 挿 入 部 の 引 き 抜 き が 防 止 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ７ ５ ９ ２ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 部 品 点 数 が 多 く な り 、 コ ス ト が 増 大 す
る と い う 問 題 が あ っ た 。 さ ら に 、 挿 入 部 を 引 っ 張 る 力 に 耐 え ら れ る よ う に 、 ス ト ッ パ を コ
イ ル に 強 固 に 固 定 し な け れ ば な ら な い の で 、 工 数 が 増 加 し 、 生 産 効 率 も 悪 か っ た 。
　 こ の 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 主 な 目 的 と す る と こ ろ
は 、 簡 単 な 構 成 で 挿 入 部 を 操 作 部 に 取 り 付 け ら れ る よ う に す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-296578 A 2006.11.2



　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能
で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ 、 生 体 に 対 し て 処 置 を 行 う 処
置 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基 端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 処 置 部 の 操 作 を 行 う 操 作 部 と を 有 し 、 前 記
挿 入 部 に 操 作 ワ イ ヤ が 進 退 自 在 に 挿 通 さ れ 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 前 記 操 作 部 と 前 記 処
置 部 の 駆 動 部 分 と を 連 結 さ せ た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 操 作 部 は 、 前 記 挿 入 部 の 基
端 部 を 収 納 可 能 な 収 納 部 と 、 前 記 収 納 部 の 幅 を 減 少 さ せ る 突 部 と を 有 し 、 前 記 挿 入 部 は 、
線 材 を 巻 き 回 し た コ イ ル を 有 し 、 前 記 コ イ ル の 基 端 部 に は 、 前 記 突 部 と 係 合 可 能 な 拡 径 部
が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 と し た 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 で は 、 操 作 部 側 に 設 け ら れ た 収 納 部 に コ イ ル を 挿 入 す る 際 に 、 コ イ
ル の 拡 径 部 が 突 部 に 係 合 可 能 に な る よ う に 挿 入 さ れ て い る 。 処 置 を 行 う 際 な ど に 、 挿 入 部
に 操 作 部 か ら 相 対 的 に 引 っ 張 れ る よ う な 力 が 作 用 し た 場 合 に は 、 コ イ ル の 拡 径 部 が 突 部 に
係 合 し て 挿 入 部 の 移 動 を 規 制 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 通 可 能 で 可 撓 性 を 有 す る 挿 入 部
と 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 側 に 設 け ら れ 、 生 体 に 対 し て 処 置 を 行 う 処 置 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 基
端 部 に 設 け ら れ 、 前 記 処 置 部 の 操 作 を 行 う 操 作 部 と を 有 し 、 前 記 挿 入 部 に 操 作 ワ イ ヤ が 進
退 自 在 に 挿 通 さ れ 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ に よ っ て 前 記 操 作 部 と 前 記 処 置 部 の 駆 動 部 分 と を 連 結
さ せ た 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 挿 入 部 は 線 材 を 巻 き 回 し た コ イ ル を 有 し 、 前 記 コ イ
ル に は 、 基 端 側 か ら 押 圧 部 材 を 挿 入 す る こ と で コ イ ル の 巻 き 径 を 拡 径 さ せ て 前 記 操 作 部 に
係 合 可 能 に し た 拡 径 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 と し た 。
　 こ の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 コ イ ル 内 に 押 圧 部 材 を 進 入 さ せ る こ と で 、 コ イ ル の 巻 き 径 を 増
大 さ せ る 。 こ の と き 、 コ イ ル の 巻 線 の 径 は 殆 ど 変 化 し な い の で 、 コ イ ル の 強 度 は 低 下 し な
い 。 そ し て 、 こ の よ う に し て 形 成 し た 拡 径 部 を 操 作 部 に 係 合 さ せ る こ と で 、 挿 入 部 の 抜 け
落 ち を 防 止 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 操 作 部 に 係 止 さ れ る 拡 径 部 を コ イ ル に 形 成 し た の で 、 別 体 の 部 材 を コ
イ ル に 固 着 す る 必 要 が な く な り 、 部 品 点 数 の 減 少 が 図 れ 、 か つ 別 体 の 部 材 を 固 着 す る 工 数
を 削 減 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 製 造 コ ス ト の 削 減 や 、 生 産 効 率 の 向 上 が 図 れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に 係 る
内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 と し て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す よ う に 、 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 １ は 、 長 尺 の 挿 入 部 ２ を 有 し 、 挿 入 部 ２ の 近 位 端
（ 基 端 ） に は 体 外 で 使 用 さ れ る 操 作 部 ３ が 設 け ら れ て お り 、 挿 入 部 ２ の 遠 位 端 （ 先 端 ） に
は 体 内 で 処 置 を 行 う 処 置 部 ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ２ は 、 密 巻 き の コ イ ル １ ０ の 外 表 面 に チ ュ ー ビ ン グ 成 形 や 熱
収 縮 チ ュ ー ブ な ど に よ り 外 チ ュ ー ブ １ １ を 被 覆 さ せ た シ ー ス を 有 し 、 コ イ ル １ ０ 内 に は ２
本 の 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ が 進 退 自 在 に 挿 入 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ２ 本 の 操 作 ワ イ ヤ １ ３
， １ ４ は 、 そ れ ぞ れ が 個 別 の 被 覆 材 １ ３ Ａ ， １ ４ Ａ に て 被 覆 さ れ て い る 。 な お 、 外 チ ュ ー
ブ １ １ は 、 必 須 の 構 成 要 素 で は な く 、 使 用 し な く て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 外 チ ュ ー ブ １ １ の 材 料 は 、 例 え ば 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン 或 い は 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン と 低
密 度 ポ リ エ チ レ ン の 混 合 材 料 、 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン と ポ リ プ ロ ピ レ ン の 混 合 材 料 な ど 、 低
コ ス ト で 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 対 す る 挿 通 性 が 優 れ て い る も の を 使 用 し て も 良 い 。 ま た 、
外 チ ュ ー ブ １ １ は 、 外 チ ュ ー ブ １ １ の 外 表 面 が コ イ ル １ ０ 表 面 の 凹 凸 を 転 写 し た よ う な 形
状 や 外 チ ュ ー ブ １ １ の 外 表 面 が 軸 方 向 に 凹 凸 形 状 を 有 し て い て も 良 い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 コ イ ル １ ０ の 基 端 部 に は 、 カ ッ プ 保 持 部 材 １ ５ が コ イ ル １ ０ に 嵌 合 さ れ 、 レ ー
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ザ 溶 接 や ロ ー 付 、 半 田 付 、 カ シ メ な ど で 固 定 さ れ て い る 。 カ ッ プ 保 持 部 材 １ ５ の 先 端 部 付
近 に は 、 ピ ン １ ６ が 挿 入 さ れ て お り 、 こ の ピ ン １ ６ に よ っ て 一 対 の 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８
（ 駆 動 部 分 ） が 回 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８ の そ れ ぞ れ の 基 端 部 に
は 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ が 一 本 ず つ そ れ ぞ れ 連 結 さ れ て お り 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ の
進 退 に よ っ て 一 対 の 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８ を 開 閉 で き る よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 一 対
の 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８ の 間 に は 、 針 １ ９ が 配 設 さ れ て い る 。 針 １ ９ は 、 カ ッ プ 保 持 部 材
１ ５ に 固 定 さ れ て お り 、 鋭 利 な 先 端 部 が カ ッ プ 保 持 部 材 １ ５ か ら 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 操 作 部 ３ は 、 操 作 部 本 体 ２ １ に ス ラ イ ダ ２ ２ が 進 退 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 操 作
部 本 体 ２ １ は 、 先 端 か ら 挿 入 部 ２ が 挿 入 さ れ て お り 、 基 端 に は 指 掛 け 用 の リ ン グ ２ ３ が 設
け ら れ て い る 。 さ ら に 、 操 作 部 本 体 ２ １ に は 、 リ ン グ ２ ３ の 近 傍 か ら 先 端 部 に 向 か っ て ス
リ ッ ト ２ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の ス リ ッ ト ２ ４ に ス ラ イ ダ ２ ２ が 装 着 さ れ て い る 。 こ の
ス ラ イ ダ ２ ２ に は 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ の 基 端 部 が 固 定 さ れ て お り 、 ス ラ イ ダ ２ ２ を ス
リ ッ ト ２ ４ に 沿 っ て 移 動 さ せ る と 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ が 進 退 さ せ ら れ る よ う に な っ て い
る 。 な お 、 ス リ ッ ト ２ ４ の 先 端 部 と ス ラ イ ダ ２ ２ と の 間 に は 、 硬 質 の 操 作 パ イ プ ２ ５ が 挿
入 さ れ て お り 、 こ の 操 作 パ イ プ ２ ５ 内 に 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ を 挿 通 さ せ る こ と で 、 ス ラ
イ ダ ２ ２ を 移 動 さ せ た 際 の 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ の 座 屈 等 が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 操 作 部 本 体 ２ １ は 、 先 端 面 か ら 収 納 溝 ２ ６ が ス リ ッ ト ２ ４
に 向 か っ て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 収 納 溝 ２ ６ は 、 操 作 部 本 体 ２ １ の 一 方 の 側 部 に 開 放 端 ２
６ Ａ が 形 成 さ れ て お り 、 挿 入 部 ２ を 挿 入 可 能 な 幅 を 有 す る 。 ま た 、 収 納 溝 ２ ６ の 長 手 方 向
に お い て 中 央 よ り も ス リ ッ ト ２ ４ 側 に は 、 突 部 ２ ７ が 収 納 溝 ２ ６ の 幅 及 び 深 さ を 減 少 さ せ
る よ う に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 収 納 溝 ２ ６ の 基 端 部 は 、 ス リ ッ ト ２ ４ に 連 通 す る 連 通 用
溝 ２ ６ Ｂ に な っ て い る 。 連 通 用 溝 ２ ６ Ｂ の 幅 は 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ 及 び 操 作 パ イ プ ２
５ が 進 退 自 在 で あ る が 、 コ イ ル １ ０ は 進 入 で き な い 大 き さ に な っ て い る 。 さ ら に 、 収 納 溝
２ ６ の 壁 部 に は 、 先 端 側 か ら 凹 部 ２ ８ が 長 手 方 向 と 平 行 に 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 図 １
に 示 す よ う に 、 操 作 部 ３ に 挿 入 部 ２ を 取 り 付 け る 際 に は 、 収 納 溝 ２ ６ に 挿 入 部 ２ を 挿 入 し
て か ら 、 本 体 蓋 ２ ９ を 装 着 し て 収 納 溝 ２ ６ の 開 放 端 ２ ６ Ａ を 閉 塞 す る 。 な お 、 本 体 蓋 ２ ９
に は 、 凹 部 ２ ９ Ａ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 凹 部 ２ ９ Ａ を 突 部 ２ ７ に 係 合 さ せ る こ と で 、 長
手 方 向 へ の 本 体 蓋 ２ ９ の 移 動 を 規 制 す る こ と が で き る 。 ま た 、 図 ３ に 示 す 凹 部 ２ ８ に 爪 （
不 図 示 ） を 係 合 さ せ る こ と で 、 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 へ の 本 体 蓋 ２ ９ の 移 動 を 規 制 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 収 納 溝 ２ ６ に 本 体 蓋 ２ ９ を 装 着 し た と き に は 、 操 作 部 ３ に
挿 入 部 ２ を 収 納 可 能 な 細 長 の 収 納 部 ３ ０ が 形 成 さ れ る 。 本 体 蓋 ２ ９ の 基 端 側 に は 、 切 り 欠
き ２ ９ Ｂ が 設 け ら れ て い る の で 、 収 納 部 ３ ０ に お い て 突 部 ２ ７ よ り も ス リ ッ ト ２ ４ 側 の 収
納 部 基 端 部 ３ ０ Ａ は 、 他 の 部 分 よ り も 広 く な っ て い る 。 な お 、 収 納 部 ３ ０ で 最 も 狭 い 部 分
は 、 突 部 ２ ７ が 形 成 さ れ て い る 幅 狭 部 ３ ０ Ｂ で あ る 。 一 方 、 挿 入 部 ２ は 、 外 チ ュ ー ブ １ １
よ り も コ イ ル １ ０ が 基 端 側 に 突 出 し て お り 、 コ イ ル １ ０ の 基 端 部 に は 、 巻 き 径 が 拡 が っ た
拡 径 部 １ ０ Ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 拡 径 部 １ ０ Ａ は 、 収 納 部 基 端 部 ３ ０ Ａ に 収 ま る 大 き
さ で あ る が 、 突 部 ２ ７ に よ っ て 狭 め ら れ た 幅 狭 部 ３ ０ Ｂ を 通 過 す る こ と は で き な い 大 き さ
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 な お 、 コ イ ル １ ０ 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ 及 び 針 １ ９ は 、 金 属 材 料 で 構 成 さ れ て お り 、
例 え ば 、 ス テ ン レ ス 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ニ ッ ケ ル 、 黄 銅 、 チ タ ニ ウ ム 、 鉄 、 リ ン 青 銅 、 タ ン
グ ス テ ン 、 金 、 銀 、 銅 等 の 金 属 ま た は こ れ ら の 合 金 で 作 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 操 作 部 本 体 ２ １ 、 ス ラ イ ダ ２ ２ は 、 熱 滅 菌 が 可 能 な 樹 脂 材 料 で 構 成 さ れ て お り 、 例 え ば
、 ポ リ サ ル フ ォ ン 、 ポ リ フ ェ ニ ル サ ル フ ォ ン 、 ポ リ エ ー テ ル イ ミ ド 、 ポ リ 四 フ ッ 化 エ チ レ
ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン ・ パ ー フ ル オ ロ ・ ア ル コ キ シ ・ エ チ レ ン 樹 脂 （ Ｐ Ｆ Ａ

10

20

30

40

50

(4) JP 2006-296578 A 2006.11.2



） 、 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 六 フ ッ 化 プ ロ ピ レ ン 樹 脂 （ Ｆ Ｅ Ｐ ） 、 ポ リ ア セ タ ー ル 、 ポ リ エ ー テ
ル ・ エ テ ル ・ ケ ト ン 等 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 操 作 部 本 体 ２ １ 、 ス ラ イ ダ ２ ２ は 、 使 い 捨 て に す る こ と も 可 能 で あ る の で 、 コ ス
ト の 安 い 樹 脂 材 料 で も 製 作 で き る 。 例 え ば 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 、 ア ク リ
ロ ニ ト リ ル ・ ブ タ ジ エ ン ・ ス チ レ ン 樹 脂 、 ポ リ ア ミ ド 、 塩 化 ビ ニ ー ル 、 ラ テ ッ ク ス 、 ポ リ
プ ロ ピ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト 、 エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 共 重 合 体 、 天 然 ゴ ム 等 の
樹 脂 材 料 ま た は 、 こ れ ら の 混 合 材 料 、 あ る い は こ れ ら の 樹 脂 に 電 子 線 を 照 射 し て 作 っ た 架
橋 樹 脂 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 挿 入 部 ２ の コ イ ル １ ０ に 拡 径 部 １ ０ Ａ を 形 成 す る 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 コ イ ル １ ０ を ダ イ ５ １ の 孔 ５ ２ に 挿 入 す る 。 孔 ５ ２ の 下 部 ５
２ Ａ の 径 は 、 コ イ ル １ ０ の 外 径 に 略 等 し く な っ て お り 、 孔 ５ ２ の 上 部 ５ ２ Ｂ の 径 は 、 コ イ
ル １ ０ の 外 径 よ り も 大 き く な っ て い る 。 孔 ５ ２ の 下 部 ５ ２ Ａ と 上 部 ５ ２ Ｂ と の 間 は 段 差 に
な っ て お り 、 孔 ５ ２ の 径 は 不 連 続 に 変 化 し て い る 。 こ こ で 、 下 部 ５ ２ Ａ の 径 は 、 操 作 部 本
体 ２ １ に 形 成 さ れ る 幅 狭 部 ３ ０ Ｂ の 幅 以 下 で あ る 。 上 部 ５ ２ Ｂ の 径 は 、 操 作 部 本 体 ２ １ に
形 成 さ れ る 収 納 部 基 端 部 ３ ０ Ａ の 幅 に 略 等 し い 。 ま た 、 上 部 ５ ２ Ｂ の 長 さ は 、 突 部 ２ ７ か
ら 連 通 用 溝 ２ ６ Ｂ に 至 る ま で の 長 さ 以 下 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 コ イ ル １ ０ を 挿 入 し た ら 、 上 方 か ら コ イ ル １ ０ 内 径 よ り も 充 分 に 細 い 芯 金 ５ ３ を 挿 入 し
、 こ の 芯 金 ５ ３ を ガ イ ド と し て 、 押 圧 部 材 で あ る パ ン チ ５ ４ を 上 方 か ら 徐 々 に 挿 入 す る 。
パ ン チ ５ ４ の 先 端 部 ５ ４ Ａ は 、 下 端 が コ イ ル １ ０ の 内 径 よ り も 小 さ い 径 を 有 し 、 こ こ か ら
上 部 に 向 か っ て 徐 々 に 拡 径 さ れ た 略 円 錐 台 形 状 に な っ て い る 。 パ ン チ ５ ４ の 最 大 外 径 は 、
孔 ５ ２ の 下 部 ５ ２ Ａ の 径 よ り も 大 き く 、 上 部 ５ ２ Ｂ の 径 よ り は 小 さ い 。 よ り 詳 細 に は 、 操
作 部 本 体 ２ １ に 形 成 さ れ る 収 納 部 ３ ０ の 幅 狭 部 ３ ０ Ｂ よ り も 大 き く 、 孔 ５ ２ の 上 部 ５ ２ Ｂ
内 周 に コ イ ル １ ０ を 押 し 付 け る こ と が で き る よ う な 大 き さ で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 パ ン チ ５ ４ を 挿 入 す る と 、 コ イ ル １ ０ の 端 部 が パ ン チ ５ ４ の 先 端 部 ５ ４ Ａ に 内 側 か ら 外
側 に 向 か っ て 押 圧 さ れ 、 コ イ ル １ ０ の 線 材 の 線 径 は 変 わ ら ず に コ イ ル １ ０ の 巻 き 径 が 徐 々
に 押 し 広 げ ら れ る 。 そ の 結 果 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 コ イ ル １ ０ の 外 径 が 増 大 し 、 コ イ ル １
０ の 端 部 に 拡 径 部 １ ０ Ａ が 形 成 さ れ る 。 こ の 際 に 、 例 え ば 、 コ イ ル １ ０ の 外 径 が 約 φ ２ ｍ
ｍ で あ る と き に 、 拡 径 部 １ ０ Ａ の 径 は 約 φ ４ ｍ ｍ に な る 。 な お 、 拡 径 部 １ ０ Ａ を 形 成 す る
際 に 、 芯 金 ５ ３ を 用 い ず に 、 パ ン チ ５ ４ を 直 接 挿 入 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 １ の 操 作 部 ３ を 組 み 立 て る 際 に は 、 挿 入 部 ２ の 基 端 側 か ら 操 作 パ イ プ
２ ５ を 挿 入 し て 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ を 操 作 パ イ プ ２ ５ 内 に 通 し て か ら ス ラ イ ダ ２ ２ に
固 定 す る 。 そ の 後 、 挿 入 部 ２ を 操 作 部 本 体 ２ １ の 収 納 溝 ２ ６ に 挿 入 す る 。 こ の と き 、 操 作
パ イ プ ２ ５ を 連 通 用 溝 ２ ６ Ｂ に 収 納 し 、 拡 径 部 １ ０ Ａ を 突 部 ２ ７ よ り も 基 端 側 に 収 納 す る
。 さ ら に 、 本 体 蓋 ２ ９ で 収 納 溝 ２ ６ の 開 放 端 ２ ６ Ａ を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 １ を 操 作 す る 際 に は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル に 挿 入 部 ２ を 挿 入 し 、 処 置
部 ４ を 内 視 鏡 の 先 端 部 か ら 突 出 さ せ 、 処 置 対 象 部 位 に 臨 ま せ た 状 態 で 、 操 作 部 ３ を 操 作 す
る 。 具 体 的 に は 、 ス ラ イ ダ ２ ２ を 前 進 さ せ て 、 ス ラ イ ダ ２ ２ に 固 定 さ れ て い る 操 作 ワ イ ヤ
１ ３ ， １ ４ を 前 進 さ せ る 。
　 こ こ で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ イ ル １ ０ が 長 手 方 向 に 平 行 に 引 っ 張 ら れ る と 、 長 手 方 向
に 直 交 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 突 部 ２ ７ の 基 端 面 ２ ７ Ａ と 、 基 端 面 ２ ７ Ａ と 面 一 に 形 成
さ れ た 本 体 蓋 ２ ９ の 切 り 欠 き 面 ２ ９ Ｂ と に 拡 径 部 １ ０ Ａ が 引 っ 掛 か っ て 係 止 さ れ て 移 動 が
規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 し た が っ て 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ が 前 進 す る の に 対 し て 、 コ イ ル １ ０ の 移 動 は 規 制 さ
れ る の で 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ が コ イ ル １ ０ に 対 し て 相 対 的 に 前 進 す る 。 そ の 結 果 、 コ
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イ ル １ ０ の 先 端 に 固 定 さ れ て い る カ ッ プ 保 持 部 材 １ ５ が 停 止 し た 状 態 で 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３
， １ ４ が 前 進 す る の で 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ の そ れ ぞ れ の 先 端 部 に 連 結 さ れ て い る 一 対
の 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８ が 回 動 し て 開 く 。 こ の 状 態 で 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８ を 処 置 対 象 部
位 に 押 し 当 て て か ら 、 ス ラ イ ダ ２ ２ を 後 退 さ せ る 。 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ が 後 退 す る 一 方
で 、 コ イ ル １ ０ の 移 動 は 規 制 さ れ て い る の で 、 一 対 の 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８ が 閉 じ て 処 置
対 象 部 位 が 挟 み 込 ま れ る 。 こ の ま ま 挿 入 部 ２ を 体 外 側 に 引 っ 張 る と 、 処 置 対 象 部 位 が 採 取
さ れ る 。 こ の 際 に も 、 コ イ ル １ ０ の 拡 径 部 １ ０ Ａ が 突 部 ２ ７ に 突 き 当 た る こ と で 、 挿 入 部
２ の 抜 け 落 ち が 防 止 さ れ る 。

　 し た が っ て 、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ が コ イ ル １ ０ に 対 し て 相 対 的 に 前 進 す る 。 そ の 結 果
、 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ の そ れ ぞ れ の 先 端 部 に 連 結 さ れ て い る 一 対 の 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １
８ が 開 く 。 こ の 状 態 で 処 置 対 象 部 位 に 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８ を 押 し 当 て て か ら 、 ス ラ イ ダ
２ ２ を 後 退 さ せ る 。 操 作 ワ イ ヤ １ ３ ， １ ４ が 後 退 す る 一 方 で 、 コ イ ル １ ０ の 移 動 は 規 制 さ
れ て い る の で 、 一 対 の 生 検 カ ッ プ １ ７ ， １ ８ が 閉 じ て 処 置 対 象 部 位 が 挟 み 込 ま れ る 。 こ の
ま ま 挿 入 部 ２ を 体 外 側 に 引 っ 張 る と 、 処 置 対 象 部 位 が 採 取 さ れ る 。 こ の 際 に も 、 コ イ ル １
０ の 拡 径 部 １ ０ Ａ が 突 部 ２ ７ に 突 き 当 た る こ と で 係 止 さ れ 、 挿 入 部 ２ の 抜 け 落 ち が 防 止 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 挿 入 部 ２ の コ イ ル １ ０ の 基 端 部 を 拡 径 さ せ て 拡 径 部 １ ０ Ａ を
形 成 し た の で 、 従 来 の よ う に 挿 入 部 を 操 作 部 本 体 と 係 合 さ せ る た め に 別 途 の 部 材 を 取 り 付
け る 必 要 が な く な り 、 部 品 点 数 を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 拡 径 部 １ ０ Ａ の 製 造 工 程 は 、
ダ イ ５ １ に 挿 入 し た コ イ ル １ ０ に パ ン チ ５ ４ を 押 し 込 む だ け な の で 、 製 造 が 容 易 で あ る 。
ま た 、 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 １ の 組 み 立 て の 際 に は 、 コ イ ル １ ０ を 収 納 溝 ２ ６ に 収 納 す れ ば 良
い の で 組 み 立 て が 容 易 に な る 。 し た が っ て 、 製 造 工 程 の 簡 略 化 及 び 製 造 コ ス ト の 削 減 が 図
れ る 。 ま た 、 コ イ ル １ ０ の 一 部 で 拡 径 部 １ ０ Ａ を 形 成 す る こ と で 、 引 っ 張 り に 対 す る 強 度
を 確 保 し 易 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 前 記 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず に 広 く 応 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
　 拡 径 部 １ ０ Ａ の 形 成 方 法 は 、 パ ン チ ５ ４ に よ る 押 圧 に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 、 コ イ ル １ ０
を 巻 く 際 に 径 の 違 う 部 分 を 形 成 し て も 良 い 。
　 ま た 、 拡 径 部 １ ０ Ａ は 、 操 作 部 ３ に 収 納 さ れ る 部 分 に 形 成 さ れ て い れ ば 良 く 、 コ イ ル １
０ の 基 端 部 に 限 定 さ れ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 処 置 具 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ っ て 、 操 作 部 本 体 の 形 状 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ っ て 、 操 作 部 を 取 り 付 け た 状 態 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 コ イ ル に 拡 径 部 を 形 成 す る 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 コ イ ル に 拡 径 部 を 形 成 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ 　 　 　 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 （ 内 視 鏡 用 処 置 具 ）
　 ２ 　 　 　 挿 入 部
　 ３ 　 　 　 操 作 部
　 ４ 　 　 　 処 置 部
　 １ ０ 　 　 コ イ ル
　 １ ０ Ａ 　 拡 径 部
　 １ ３ ， １ ４ 　 　 操 作 ワ イ ヤ
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　 １ ７ ， １ ８ 　 　 生 検 カ ッ プ （ 駆 動 部 ）
　 ２ ７ 　 　 突 部
　 ３ ０ 　 　 収 納 部
　 ５ ４ 　 　 パ ン チ （ 押 圧 部 材 ）

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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工具中。 内窥镜用活检钳具有挠性的插入部（2），该插入部（2）的基
端部收纳在操作部（3）内。 密绕线圈10在插入部2的基端部露出，线圈
10的基端部扩径而形成扩径部10A。 在操作部主体21上设置有突起27，
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